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沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様

方
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

安
慶
田
中
校
地
区
会
員
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
ご
参
加
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
員
の
方
々
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
世
界
を
揺

る
が
し
て
い
る
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
で
、
セ
ン
タ
ー
の
催
し
事
が
す
べ
て
中

止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
は
高
齢
者
が

多
く
、
感
染
す
る
と
重
症
化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
の
体
調
は
、
自
分

で
守
る
と
い
う
心
が
け
が
と
て
も
大
事

で
す
。
一
日
も
早
く
収
ま
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

会
員
皆
様
方
に
は
、

新
し
い
年
が
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

の抱 負

安
慶
田
中

校
地

区

地
区
長

金
城

武
夫

「
一
日
も
早
いコ

ロ
ナ
終
息
を
」

あ
ら
た
ま
の
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
で
大

変
な
一
年
で
し
た
。
予
定
し
て
い
た
地
区
活
動
は

す
べ
て
中
止
に
追
い
込
ま
れ
、
忸
怩
た
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
誰
一
人
と
し
て
発
病
者
が

い
な
か
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
で
し
た
ね
。

今
年
こ
そ
平
穏
無
事
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

と
心
か
ら
祈
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
地
区
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
、
会

員
の
一
人
ひ
と
り
が
昨
年
の
分
を
取
り
返
し
、
そ

れ
以
上
に
活
躍
で
き
ま
す
よ
う
に
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

私
達
地
区
の
役
員
も
内
部
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、
あ
ら
た
ま
の
よ
き
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
も
ま
た
今
ま
で
以
上
に

健
康
第
一
で
す
。

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

「
基
本
理
念
を
再
認
識
し
た
い
」

新
し
い
年
の
始
め
に
は
、
縁
起
物
の
木
炭
、
昆
布

を
飾
る
と
、
何
時
も
の
事
な
が
ら
身
も
心
も
若
返
り

ま
す
。

令
和
二
年
、
コ
ザ
中
校
地
区
の
役
員
及
び
会
員
の

皆
様
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
忘
年
会
等

の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

今
年
は
、
就
業
機
会
も
更
に
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
事
業
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自

主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
も
う
一
度
強
く
認
識

す
る
と
共
に
、
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
更
に
発

展
さ
せ
、
子
ど
も
達
を
事
故
か
ら
守
り
、
併
せ
て
会

員
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

コ
ザ
中
校
地
区
の
皆
様
、
コ
ロ

ナ
対
策
も
し
っ
か
り
と
、
三
密
を

避
け
て
マ
ス
ク
着
用
と
手
洗
い
な

ど
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
平
穏
無
事
な
年
を
願
う
」

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

地
区
長

八
幡

勝

コ

ザ

中

校

地

区

地
区
長

松
江

義
男
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「
地
区

活

動

再

開
を

祈

念

」

「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
地
区
活
動

へ
積
極
的
な
参
加
を
」

美

里

中

校

地

区

地
区
長

金
城

吉
信

美
東
・
東
中
校
地
区

あ
ら
た
ま
の
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
活
動
計
画
が
実
施

出
来
ず
地
区
長
と
し
て
皆
様
方
に
申
し
訳
な
く
、

残
念
に
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
様
、
皆
様
方
の

ご
協
力
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、

小
学
校
区
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
計

画
し
て
、
地
区
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
も
素

晴
ら
し
い
年
と
な
る
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
、
中
国
武
漢
省
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
地
区
活
動
は
軒
並
中
止
に
。
ま
た

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
等
の
イ
ベ
ン
ト
縮
小
・
変

更
に
伴
い
、
駐
車
場
整
理
業
務
の
就
業
も
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

沖
縄
県
で
は
、
５
月
と
６
月
に
感
染
者
が
、
ゼ

ロ
だ
っ
た
の
で
当
地
区
で
は
、
８
月
30
日
に
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
予
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月
中

旬
か
ら
感
染
者
が
出
始
め
た
た
め
、
取
り
止
め
に

し
ま
し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
福
岡
県
に
住

ん
で
い
る
次
男
夫
婦
・
孫
２
人
も
、
帰
省
が
で
き

な
い
な
ど
寂
し
い
思
い
を
し
た

昨
年
で
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
た
ら
、
地
区
活
動
を
開
始

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
生
涯
現
役
を
目
指
し

頑
張
ろ
う
！
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
５
月
、
山
内
公
園
東
屋
で
地
区
班
長

会
議
は
三
密
を
避
け
開
催
。
年
度
当
初
予
定

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
中
止
。
地
区
最
大
の

活
動
で
あ
る
『
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
後

清
掃
活
動
』
も
大
会
自
体
が
中
止
に
な
り
残
念
至
極
。

三
密
を
避
け
て
今
後
も
マ
ス
ク
着
用
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
し
た
。
３
月
予
定
の
地
区
総
会
も
開
催
困
難

で
し
ょ
う
。
当
分
は
終
息
の
き
ざ
し
は
無
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
年
末
に
各
班
長
を
通
し
て
地
区
会

全
員
（
60
人
）
に
フ
ィ
ッ
ト
マ
ス
ク
（
不
織
布
）
配
布

し
ま
し
た
。
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
と
お
互
い
の
健
康

の
た
め
に
も
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
、
安
全
第
一
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
地
域
の
児
童
生
徒
達
が
、
安
心
・
安
全
に
通

学
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
の
安
全
対
策
を
と
り
な
が
ら

下
校
時
安
全
見
守
り
活
動
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
積
極
的
参
加
に
協
力
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

会
員
皆
様
並
び
に
ご
家
族
の

ご
健
康
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
新

年
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新年
地
区

長

地
区
長

桑
江

良
次

地
区
長

池
宮

隆

山

内

中

校

地

区
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写真で振り返るコロナ禍の令和２年

おきなわマラソンボランティア清掃

新春講演会

安全祈願ハチウクシー

ソーシャルディスタンスで子どもの国草刈清掃

安全・適正就業推進大会も参加者を制限して開催

マスク着用でソープカービング講習会コロナに勝つと ステップダンス講習会

理事・地区長出席による異例の定時総会

旧年のセンター事業は、新型コロナウイルスに明け、コロナで終わった。感染症が拡大し続け規模縮

小や変更、中止が相次ぐなどこれまで経験したことのない１年だった。年初は平常通りのハチウクシー

でスタートしたが、年明け早々からコロナ禍が世界的な広がりを見せ地球規模の騒動に発展。密集・密

閉・密接の３密が叫ばれ、国や県が相次いで緊急事態宣言を発出。令和２年の漢字一文字には「密」が

選ばれた。こうした中で、当センターは感染防止対策を徹底し、細心の注意を払いながら事業を展開し

た。写真で昨年１年を振り返った。

１ 月

２ 月

６ 月

９ 月

１０ 月シ ル バ ー 月 間

７ 月

緊 急 事 態 宣 言

３ 密

ソーシャルディスタンス

マスク マスク マスク

独
居
高
齢
者
宅
清
掃

コロナ禍の中 シルバーの日清掃ボランティア
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「自治会等地縁による団体功労者総務大臣表彰」が令和２年12月にあり、当センター副理事長

の浜比嘉宗明さん（越来・宮里中校地区）が選ばれた。会員から同表彰を受賞するのは永山盛広

さん（美東・東中校地区）に次いで２人目。表彰伝達式が12月11日、沖縄市役所で開催され、桑

江朝千夫市長が表彰状と記念品を手渡した。桑江市長は「長年にわたり地域住民に寄り添ってこ

られた並々ならぬ努力に敬意を表するとともに、これからも本市発展のためにも力添えを賜りた

い」と祝辞。浜比嘉さんは「地域の皆さんの支えがあってこその受賞。今回の受賞を励みにこれ

からも頑張っていきたい」と語った。総務大臣表彰は、多年にわたり良好な地域社会の維持及び

形成に顕著な功績が認められた方を表彰するもので、浜比嘉さんと嘉間良自治会の喜納兼輝さん

の２人が受賞した。

浜比嘉宗明副理事長に総務大臣表彰
「自治会等地縁による団体功労」

第
10
回

理
事
会

入
会
者
・
契
約
金
額
は
微
増

ー
11
月
実
績
ー

第
10
回
理
事
会
が
12
月
22
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

４
人
（
女
性
１
人
・
男
性
３
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
12
月
22
日
現
在
の
会
員
数
は
５
６
９
人
（
女

性
２
１
６
人
・
男
性
３
５
３
人
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
11
月
の
退
会
者
は
２
人
。

令
和
２
年
11
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
６

５
人
で
３
人
の
微
増
（
０
％
）
、
就
業
実
人
員
３
０

６
人
で
20
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
就
業
延
人
員
３
４

６
５
人
で
２
７
３
人
の
減
（
▲
７
％
）
、
配
分
金
約

１
８
１
８
万
円
で
約
36
万
円
の
減
（
▲
２
％
）
、
契

約
金
額
約
２
２
８
８
万
円
で
約
13
万
円
の
微
増
（
０

％
）
と
な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

無

事

故

記

録

令
和
２
年
10
月
２
日
～

〃

２
年
12
月
22
日
現
在

81日

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

い

つ

ま

で

も
働

く

喜

び
無

事

故

か

ら

表彰を受け喜ぶ浜比嘉副理事長（右から２人目）

と喜納さん
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当
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
市
か
ら
委
託
を
受
け
て

市
内
公
園
の
ト
イ
レ
清
掃
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。
受

託
箇
所
は
、
市
内
に
数
多
く
所
在
す
る
公
園
の
う
ち
25

箇
所
。
通
常
の
清
掃
業
務
の
ほ
か
、
年
に
２
回
程
度
の

高
圧
洗
浄
が
あ
る
。
高
圧
洗
浄
は
、
長
い
間
に
溜
ま
っ

た
埃
に
よ
る
汚
れ
や
カ
ビ
、
ヌ
メ
リ
な
ど
し
つ
こ
い
汚

れ
を
落
と
す
た
め
に
行
っ
て
い
る
。
主
に
ト
イ
レ
の
外

壁
を
は
じ
め
特
に
ト
イ
レ
へ
の
通
路
は
、
雨
天
時
等
の

転
倒
防
止
の
た
め
念
入
り
に
洗
浄
。
就
業
者
は
、
比
屋
根
正
一
さ

ん
と
砂
川
長
昭
さ
ん
の
２
人
で
「
高
圧
洗
浄
で
き
れ
い
に
洗
い
流

し
て
、
衛
生
的
で
清
潔
感
を
保
つ
こ
と
で
、
安
心
安
全
に
ト
イ
レ

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
す
。

新
入

会

員

紹

介

12
月
22
日
付
で
４
人
（
女
性
１
人
・
男
性
３

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

宮
里

朝
秀

（
コ
ザ
中
校
地
区
）

渡
嘉
敷

直
伸

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

平
田

千
鶴
子
（
安
慶
田
中
校
地
区
）

町
田

邦
夫

（
美
里
中
校
地
区
）

「
安
全
祈
願
祭
」

・
日

時

令
和
３
年
１
月
４
日
（
月
）

午
前
９
時
～

・
場

所

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
事
務
所
前

就
業
相
談
日
の
お
知
ら
せ

毎
週
月
・
水
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会
員
研
修
室

お

気
軽

に

ご

相

談

く

だ
さ

い

。

「
公
園
ト
イ
レ
高
圧
洗
浄
作
業
」

比

屋

根

・

砂

川

就
業
班

（
写
真
左
か
ら
）
雨
カ
ッ
パ
を
着

用
し
て
高
圧
洗
浄
に
臨
む
比
屋
根

正
一
さ
ん
と
砂
川
長
昭
さ
ん

就業現場めぐり



編
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日
頃
か
ら
会
員
ニ
ュ
ー
ス
「
ゆ
ん
た
く
」

を
ご
愛
読
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
満
足
す
る

編
集
・
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

の
コ
ロ
ナ
が
１
日
も
早
く
終
息
し
、
会
員
の

活
動
が
以
前
に
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。
今
年
は
丑
年
。
牛
は
酪
農
や
農
業
で
人

間
を
助
け
て
く
れ
る
動
物
。
そ
の
働
き
ぶ
り

か
ら
、
丑
年
は
「
我
慢
（
耐
え
る
）
」
「
こ

れ
か
ら
発
展
す
る
前
触
れ
（
芽
が
出
る
）
」

と
言
い
伝
え
ら
れ
る
。
沖
縄
の
牛
文
化
は
古

く
闘
牛
が
そ
れ
を
代
表
す
る
。
「
ヒ
ー
ヤ
イ

ヒ
ー
ヤ
イ
」
。
ウ
シ
オ
ー
ラ
セ
ー
の
掛
け
声

は
牛
だ
け
で
な
く
、
人
々
を
鼓
舞
す
る
。

東
條

正
躬

大
城

博

編

集

後

記

◇ １ 月 の 予 定 ◇

・
４
日
（
月
）
午
前
９
時
～

仕
事
始
め
、
安
全
祈
願

・
８
日
（
金
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
22
日
（
金
）
午
前
10
時

第
11
回
理
事
会

・
26
日
（
火
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育


